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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、多数の受容体チロシンキナーゼおよびシグナル伝達分子と相互作用することが知られているアダプタータンパク質の小規模ファミリーに属します。この遺伝子は、インスリン受容体およびインスリン様成長因子受容体と相互作用する成長因子受容体結合タンパク質をコードします。コードされているタンパク質のいくつかのアイソフォームの過剰発現は、チロシンキナーゼ活性を阻害し、成長抑制をもたらします。この遺伝子は、アイソフォームおよび組織特異的にインプリントされており、脳では父方アレルから、胎盤栄養芽細胞では母方アレルから発現が観察されます。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2010年10月]、代替産物：追加のアイソフォームが存在するようです、機能：インスリンおよびIGF-Iシグナル伝達において機能的な役割を果たします。インスリン受容体およびIGF-I受容体を、未解明の分裂促進シグナル伝達経路に正に結びつける役割を果たす可能性がある。自己リン酸化インスリン受容体の細胞質ドメインと相互作用し、その後阻害される。この相互作用はSH2ドメインを介して媒介される。また、活性化血小板由来成長因子受容体および上皮成長因子受容体にも結合する。,類似性：GRB7/10/14ファミリーに属する。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：Ras関連ドメインを1つ含む。,類似性：SH2ドメインを1つ含む。,サブユニット：GIGYF1/PERQ1およびGIGYF2/TNRC15と相互作用する。,組織特異性：骨格筋で高発現する。,
	研究分野
	幹細胞経路; インスリン受容体
	画像データ
	

	GRB10（リン酸化Tyr67）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	GRB10（リン酸化Tyr67）抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	インスリン0.01U/mlを15分間処理したNIH/3T3細胞のライセートをGRB10（リン酸化Tyr67）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化GRB10（Y67）ポリクローナル抗体を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

